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［第１号議案］令和 6 年度 事業報告および収⽀決算 

1. 学会誌 MEDIA, ENGLISH AND COMMUNICATION（第 15 号）の発⾏ 

令和 7 年 9 ⽉に MEDIA, ENGLISH AND COMMUNICATION（第 15 号、通巻第 64 号）

を発⾏した。第 15 号には研究論⽂２編、研究ノート 2 編、招待論⽂（報告）1 篇、年次

⼤会・総会プログラム、会誌投稿規定、⽇本メディア英語学会定款等を掲載した。 

 

2. ニューズレター 

令和 7 年 1 ⽉に 148 号、令和 7 年 6 ⽉に 149 号を、それぞれオンライン版で発⾏した。 

 

3. 年次⼤会 

令和 6 年 10 ⽉ 13 ⽇（⽇）、お茶の⽔⼥⼦⼤学国際交流留学⽣プラザにて第 14 回（通算

第 66 回）年次⼤会を開催した。研究発表および実践報告の総数は 17 件（※談話分析研

究分科会の発表を個別にカウント）であった。⼤会テーマは「新旧「メディア」とことば

〜ジャーナリズム・⽂学・教育〜」であった。また、基調講演は「それってどうなの主義

で⾏こう̶活字メディアに未来はある︖」と題して、斎藤 美奈⼦⽒（⽂芸評論家）によ

り⾏われた。 

 

4. 夏季セミナー 

令和 7 年 9 ⽉ 7 ⽇（⽇）、「能登半島地震の報道、地元メディアからの情報発信」をテー

マとして、⾦沢勤労者プラザにおいて、前⼝憲幸（中⽇新聞･東京新聞 七尾⽀局⻑）に

よる講演とワークショップを予定していたが、諸般の事情により中⽌となった。 

 

5. 地区例会活動 

東⽇本、中部、⻄⽇本の各地区において以下のとおり研究例会を⾏った。 

 

【東⽇本地区】 代表︓吉原学会員 

会合の記録 

第 106 回研究例会（※英語教育・メディア研究分科会との共催） 

開催⽉⽇︓令和 7 年 3 ⽉ 8 ⽇ 

場所︓いいずな書店（対⾯・オンライン併⽤ハイブリッド形式） 

参加者数︓18名 

発表者と発表テーマ 
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発表者 1︓  中村俊佑会員（五⽇市⾼等学校教諭） 

発表テーマ 1︓「⽣徒の『できた』を増やす 3 年間を通したプロジェクト英語の実践」 

発表者 2︓ ⽥中茂範⽒（慶応義塾⼤学名誉教授） 

発表テーマ 2︓「英語の語彙⼒︓定義、査定、育成」 

発表者 3︓ 北村友宏会員（慶應義塾⼤学博⼠後期課程） 

発表テーマ 3︓「今さら聞けない統計のお話（基礎編）Part１」 

 

第 107 回研究例会（※英語教育・メディア研究分科会との共催） 

開催⽉⽇︓令和 7 年 9 ⽉ 14 ⽇ 

場所︓  チエル株式会社（対⾯・オンライン併⽤ハイブリッド形式） 

参加者数︓12名 

発表者と発表テーマ 

発表者 1︓ 森本俊⽒（⽟川⼤学⽂学部英語教育学科教授） 

発表テーマ 1︓「英語コーチングスクール CM のマルチモーダル批判的ディスコース

分析」 

発表者 2︓ 吉原学会員（慶應義塾⼤学商学部・理⼯学部⾮常勤講師） 

発表テーマ 2︓「MALLシステム（CaLabo MX）に ChatGPTを活⽤した総合型学習

の実践報告」 

 

※⾃⼰評価及び今後の課題 

第 106 回東⽇本地区研究例会では、参加者は 18名、そのうち 9名がオンラインでの

参加でした。参加していただいた教育関係者の⽅々からの反応を⾒る限り、⼀定の満

⾜を得られており、全体としては合格点をつけられると考えている。第107回東⽇本

地区研究例会には合計 12 名が参加し、そのうち 7 名はオンラインであった。教育関

係者から寄せられた質問やコメント及び反応を踏まえると、⼀定の⼿応えがあり、全

体として評価できる内容であったと考える。⼀⽅で、開催時期については再考の余地

があると感じた。特に 8 ⽉・9 ⽉は国際⼤会や年次⼤会など学会⾏事が集中し、加え

て⼤学の学校説明会も週末に⾏われるため、参加が難しくなっている。したがって、

当学会におけるイベントの開催時期や回数について、全体的に⾒直しを図る時期に来

ていると考える。今後の課題としては、参加者の利便性を考慮し、可能な限り対⾯と

オンラインのハイブリッド形式で開催を⼼がける必要があると感じている。また、参

加者の顔ぶれが固定化する傾向が⾒られるため、告知⽅法を⼀層⼯夫し、より多くの
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⽅にご参加いただけるよう努めていきたいと思う。 

 

【中部地区】 代表︓宮原淳会員  

会合の記録 

第 80 回中部地区研究例会 

開催⽉⽇︓令和 7 年 3 ⽉ 16 ⽇（⽇）14:00-16:00 

場所︓オンライン 

参加者数︓9名 

発表者と発表テーマ 

発表者 1︓寺澤由紀⼦会員（岐⾩聖徳学園⼤学） 

発表テーマ 1︓「全⽶⽇系アメリカ⼈記念碑が語るもの」 

発表者 2︓Aya Inoue会員（愛知県⽴芸術⼤学）& Amy J. Schafer⽒（University 

of Hawaii at Manoa） 

発表テーマ 2︓「Reading written creole in different orthographies」 

 

※その他の記録 

中部地区会が⽇本メディア英語学会（JAMES）第 15 回年次⼤会の運営を担当した。 

 

※⾃⼰評価及び今後の課題 

今年度は研究例会を 1 回、開催した。昨年度に続き、新規加⼊会員による⾃⼰紹介を

兼ねた発表を⾏うことができた。新規会員を獲得するという観点から、来年度も引き

続き発表の機会を積極的に提供していきたい。 

 

【⻄⽇本地区例会】 代表︓武藤輝昭会員 

会合の記録 

第 135 回⻄⽇本地区研究例会（※メディア＆トランスレーション研究分科会、ビジネ

ス英語⽂化研究分科会との共催） 

開催⽇︓令和 7 年７⽉ 26 ⽇（⼟） 

開催場所︓オンライン 

参加者数︓20名 

講演者︓⻄⼭誠慈⽒（ウォール・ストリート・ジャーナル⽇本版編集⻑） 

講演テーマ︓「翻訳者の役割のパラダイムシフト︓⽣成 AI 時代におけるニュース翻
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訳の変容」 

 

※⾃⼰評価及び今後の課題 

今年度はメディア＆トランスレーション研究分科会およびビジネス英語⽂化研究分科

会との共催により講演会を開催することができました。今後は⻄⽇本地区に活動拠点

のあるメディア＆トランスレーション研究分科会、メディア英語談話分析研究分科会、

ビジネス英語⽂化研究分科会との研究交流を深め、少なくとも年に 1〜2 回地区例会

が開催できるよう努めてまいりたいと考えています。 

 

6. 研究分科会活動 

各研究分科会において以下のような活動を⾏った。 

 

［新語・語法研究分科会］ 代表︓三⽥弘美会員 

現在の構成員⼈数︓20 名 

会合の記録 

 第 165 回新語・語法研究分科会 

開催⽇︓令和 6 年 11 ⽉ 9 ⽇（⼟） 

開催場所︓⽂京アカデミー＆オンライン（ZOOM） 

参加者数︓7名 

 I 新語フォーラム  

発表者︓⽥中満佐⼈会員、三⽥弘美会員 

 II 研究発表  

発表者︓⼩林 ゆみ会員 (東京経済⼤学)  

テーマ︓「国際英語論の授業導⼊の試み︓不安軽減を⽬指して」  

 

第 166 回新語・語法研究分科会 

 開催⽇︓令和 7 年 2 ⽉ 8 ⽇（⼟） 

 開催場所︓⽂京アカデミー＆オンライン 

 参加者数︓12名   

 I 新語フォ―ラム  

 発表者︓⼩池温会員、⽥中満佐⼈会員、⼭内圭会員、三⽥弘美会員 

 II シンポジウム 
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 発表者︓⼩池温会員、⽥中満佐⼈会員、⼭内圭会員、三⽥弘美会員          

テーマ︓「Word of the Year – ユーキャン新語⼤賞、Oxford/ADSなど新語について」  

 

第 167 回新語・語法研究分科会 

 開催⽇︓令和７年 6 ⽉ 14 ⽇（⼟） 

 開催場所︓オンライン 

 参加者数︓18名 

   I 新語フォ―ラム 

 発表者︓ 三⽥弘美会員 、鈴⽊理枝会員、⽥中満佐⼈会員、井上泰代⽒    

 II 研究発表 

 発表者︓東海林康彦会員 

   テーマ「近年話題になったインターネット・スラングの発⾳や⽇本語訳の考察」   

 

※その他の記録 

・第 14 回年次⼤会、分科会発表「新語・語法研究分科会実践報告 ― 新語・語法につい

て」の発表を鈴⽊理枝会員が⾏った。 

 

※⾃⼰評価および今後の課題 

令和６年度も、前年度同様、年３回のペースで分科会を開催できたのは、会員の皆様の

ご協⼒の賜物である。令和７年度は、対⾯とオンラインによるハイブリッド形式を終了

し、オンラインのみでの開催とする予定である。新語・時事英語に関しては、語の初出

や⾔説的な観点からの分析にも触れる時間を設け、また、異⽂化的視点も取り⼊れなが

ら、幅広いテーマで参加者の増加を図りたい。 

 

［英語教育・メディア研究分科会］ 代表︓和久健司会員 

現在の構成員⼈数︓4 名 

会合の記録 

第 21 回英語教育・メディア研究分科会（第 106 回東⽇本地区例会との共催） 

 開催⽇︓令和７年 3 ⽉ 8 ⽇ 

 開催場所︓いいずな書店 3F（対⾯・オンライン併⽤ハイブリッド形式） 

 参加者数︓18名 

  発表者 1︓ 中村俊佑会員（五⽇市⾼等学校教諭） 
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  発表テーマ 1︓「⽣徒の『できた』を増やす 3 年間を通したプロジェクト英語の実践」 

  発表者 2︓ ⽥中茂範⽒（慶応義塾⼤学名誉教授） 

  発表テーマ 2︓「英語の語彙⼒︓定義、査定、育成」 

  発表者 3︓ 北村友宏会員（慶應義塾⼤学博⼠後期課程） 

  発表テーマ 3︓「今さら聞けない統計のお話（基礎編）Part１」 

 

第 2２回英語教育・メディア研究分科会（第 107 回東⽇本地区例会との共催） 

開催⽉⽇︓令和 7 年 9 ⽉ 14 ⽇ 

開催場所︓チエル株式会社（対⾯・オンライン併⽤ハイブリッド形式） 

参加者数︓12名 

発表者と発表テーマ 

発表者 1︓ 森本俊⽒（⽟川⼤学⽂学部英語教育学科教授） 

発表テーマ 1︓「英語コーチングスクール CM のマルチモーダル批判的ディスコース分

析」 

発表者 2︓ 吉原学会員（慶應義塾⼤学商学部・理⼯学部⾮常勤講師） 

発表テーマ 2︓「MALLシステム（CaLabo MX）に ChatGPTを活⽤した総合型学習の

実践報告」 

 

※その他の記録 

「⽇本⼈学⽣が英語を苦⼿と感じる要因の調査―コロナ禍に中⾼を過ごした学⽣を中⼼と

して―」といったタイトルにて年次⼤会にて発表しました。しかしながら、論⽂作成には

及ばず、今後の課題として残ります。 

 

※⾃⼰評価および今後の課題 

学会の運営等に少しずつ関われたことが良かった点ですが、より密なコミュニケーション

を取り新しい試みをするべきだったと考えております。 

 

［メディア意識研究分科会］ 代表︓宮原淳会員 

現在の構成員⼈数︓5 名 

会合の記録︓ 

開催⽇︓令和 6 年 9 ⽉ 30 ⽇、10 ⽉ 10 ⽇、令和 7 年 1 ⽉ 21 ⽇、3 ⽉ 4 ⽇、3 ⽉ 17

⽇、4 ⽉ 22 ⽇、5 ⽉ 1 ⽇ 



8 
 

開催場所︓7 回全てオンライン 

参加者数︓7 回全て 4 ⼈ 

発表者︓7 回全て ⽯原知英（⿅児島⼤）・樗⽊勇作（愛知淑徳⼤）・福本明⼦（愛知

淑徳⼤）・宮原淳（岐⾩聖徳学園⼤） 

発表テーマ︓7 回全て「EUの AI規制法に関する社説記事のディスコース分析」 

 

※その他の記録 

第 14 回年次⼤会発表を踏まえ、令和 7 年 3 ⽉に Media, English and  

Communication 第 15 号への投稿を予定通り実施することができた。 

 

※⾃⼰評価および今後の課題 

近年、本分科会は CDA の質的な⽅法論による研究を積み重ねており、AI をめぐるテキ

スト分析というテーマに引き続き向き合い、今後の研究の基盤とすることができた。特

に本年度は、規制と推進に揺れる AI 規制法に関するグローバルな視野から、社説記事

のディスコース分析を⾏うことができた。今後もこのテーマを深めていきたい。 

 

［メディア英語談話分析研究分科会］ 代表︓宮崎康⽀会員 

現在の構成員⼈数︓13 名 

会合の記録 

第 82 回メディア英語談話分析研究分科会 

開催⽇︓令和 7 年 1 ⽉ 25 ⽇ 

開催場所︓オンライン 

参加者数︓8名  

発表者︓冨成絢⼦会員、⽯上⽂正名誉会員 

テーマ︓The Art of Political Storytelling の翻訳の読み合わせ 第 2章（冨成）、第 3

章（⽯上） 

 

第 83 回メディア英語談話分析研究分科会 

開催⽇︓令和７年 4 ⽉ 12 ⽇ 

開催場所︓オンライン 

参加者数︓8名 

発表者︓宮崎康⽀会員、仲⻄恭⼦会員、稲永知世会員 
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テーマ︓The Art of Political Storytelling の翻訳の読み合わせ 第 1章（宮崎）、第 4

章（仲⻄）、第 5章（稲永） 

 

第 84 回メディア英語談話分析研究分科会 

開催⽇︓令和７年 6 ⽉ 21 ⽇ 

開催場所︓オンライン 

参加者数︓8名 

発表者︓越智有紀会員、冨成絢⼦会員、神徳和⼦会員 

テーマ︓The Art of Political Storytelling の翻訳の読み合わせ 第 7章（越智）、第 8

章（冨成）、第 12章（神徳） 

 

第 85 回メディア英語談話分析研究分科会 

開催⽇︓令和７年 9 ⽉ 6 ⽇ 

開催場所︓オンライン 

参加者数︓9名 

発表者︓⻲本真朱会員、越智有紀会員 

テーマ︓The Art of Political Storytelling の翻訳の読み合わせ 第 6章（⻲本）、第 11

章（越智） 

 

※その他の記録 

令和６年 10 ⽉の年次⼤会においては、マルチモーダル分析に関する分科会企画を⾏っ

た。令和６年度からの新しいプロジェクトとして、英国の⾔語学者 Philip Searfeant⽒

の著作である The Art of Political Storytelling の翻訳に着⼿した。これは、政治家の⾔

葉による「物語」の形成を⾔語学的に論じたもので、近い将来の翻訳出版を⽬指して活

動を⾏っている。また令和７年 9 ⽉の年次⼤会においては、本書の知⾒を⽇本における

政治ディスコースの研究に応⽤する試みを、宮崎康⽀会員（分科会代表）および冨成絢

⼦会員が中⼼となって特別発表として実施する。 

 

※⾃⼰評価および今後の課題 

コロナ禍以降、オンラインでの活動を継続しているが、その影響あってか全国から活動

への参加があり、2 名の新⼊メンバーを迎えることもできた。単⼀のプロジェクトに共

同で取り組むことにおいては、翻訳の技術的な知⾒の共有に課題もあるが、メンバー間
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で話し合いを続けてそれらの克服にあたっている。分科会の会合での活動を本の講読か

ら研究発表をする形にしてから、分科会メンバー以外の参加者も毎回のように出てきた

ので、しばらくこの形を続けていきたい。 

 

［ビジネス英語⽂化研究分科会］ 代表︓武藤 輝昭会員 

現在の構成員⼈数︓10 名 

会合の記録 

第 52 回ビジネス英語⽂化研究分科会 

開催⽇︓令和 7 年 7 ⽉ 26 ⽇ 

開催場所︓オンライン 

参加者︓20名 

発表者︓⻄⼭誠慈⽒ 

テーマ︓「翻訳者の役割のパラダイムシフト︓⽣成 AI 時代におけるニュース翻訳の変

容」（⻄⽇本地区研究例会、メディア＆トランスレーション研究分科会、ビジネス英語

⽂化研究分科会共催講演会） 

 

※その他の記録 

⽇本メディア英語学会第 14 回（通算第 66 回）年次⼤会において分科会報告「英語公

⽤語化を考える̶̶⽶紙 Tribune に⾒る森有礼の簡易英語採⽤論」を⾏いました（武藤

輝昭、令和６年 10 ⽉ 13 ⽇）。 

 

※⾃⼰評価および今後の課題 

今年度は⻄⽇本地区研究例会およびメディア＆トランスレーション研究分科会との共催

により講演会を開催することができました。今後は活動の幅を拡げ、少なくとも年に 1

〜2 回例会が開催できるよう努めてまいりたいと考えています。 

 

［メディア&トランスレーション研究分科会］ 代表︓南津佳広会員 

 現在の構成員⼈数︓5 名 

 会合の記録 

第 5 回メディア&トランスレーション研究分科会 

開催⽇︓令和 7 年 7 ⽉ 26 ⽇ 

開催場所︓オンライン 
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参加者数︓20名 

発表者︓⻄⼭誠慈⽒（ウォール・ストリート・ジャーナル⽇本版編集⻑） 

テーマ︓「翻訳者の役割のパラダイムシフト︓⽣成AI 時代におけるニュース翻訳の変

容」 

 

※⾃⼰評価および今後の課題 

回数は少ないながらも、今年も参加者から好評な⾯⽩いテーマの公演会を実施すること

ができた。次年度も引き続き会員に関⼼のあるテーマの講演会と勉強会・研究発表会を

⾏いたい。 
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7. 理事会の開催 

以下の通り理事会を開催した。 

 

令和 6 年度期 第 1 回理事会  

⽇時: 令和 6 年 10 ⽉ 13 ⽇（⽇） 17:40-18:50 

会場︓お茶の⽔⼥⼦⼤学国際交流留学⽣プラザ 

議案︓ 

[審議事項]  

１．代表理事の選出 

２．理事・監事の役割分担 

［確認事項］ 

１．前回議事録の承認 

２．会員の異動 

３．役員の引き継ぎ 

４.  登記の⼿続き 

 

臨時理事会  

⽇時: 令和６年１２⽉８⽇（⽇） 10:00-11:20 

会場︓オンライン  

議案︓ 

[審議事項]  

１．学会ホームページの改修について 

２．ホームページ運⽤費について 

３．学会誌電⼦化とアルバイト賃⾦について 

４．会員の退会処理について 

５．研究例会の開催回数について 

６.  その他 

［報告事項］ 

１．会員の異動 
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第２回理事会  

⽇時: 令和７年３⽉ 2０⽇（⽊） 10:00-11:00 

会場︓オンライン  

議案︓ 

[審議事項] 

１. 前回の議事録の承認 

２. 会員の異動 

３. 第 14 回年次⼤会の申し送り事項 

４. 第 15 回年次⼤会について 

５. 学会誌のオンライン化 

６. 令和 7 年夏季セミナーについて 

７.アンチアカデミックポリシーまたはハラスメント防⽌に関するガイドライン等について 

８. newsletter について 

９. 次回の理事会の⽇程について 

[報告事項] 

１. 経理報告 

２. 学会 HP の更新 

３. 学会誌のアーカイブ 

 

第３回理事会  

⽇時︓ 令和７年 7 ⽉ 2７⽇（⽇）13:00-15:00 

形式︓対⾯（於・愛知淑徳⼤学星が丘キャンパス）・オンライン併⽤ 

［審議事項］ 

１. 前回の議事録の承認 

２．名誉会員・学会賞 

３．学会誌の電⼦化に伴う規定改定 

4． 年次⼤会 

5． 会員の異動 

6.   総会について 

［報告事項］ 

１． 学会誌の発刊について 

２． ニューズレターについて 

３． 夏季セミナーについて 

４． 法⼈県⺠税について 
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５． アンチアカデミックポリシー・ハラスメント防⽌に関するガイドライン等について 

６．その他 

 

第４回理事会  

⽇時︓ 令和７年 9 ⽉９ ⽇（⽕）10:00〜11:30 

形式︓オンライン会議  

［審議事項］  

１．社員総会資料（収⽀決算書（案）、収⽀予算書（案）、事業報告書、事業計画書等）に

ついて 
 
8. 会員の現況 

令和 6 年度末（令和 7 年 9 ⽉ 30 ⽇現在）における会員の現況は、次のとおりである。 

 

会員種別 
会員数 

増減数 
令和 6 年度 令和 5 年度 

普通会員 137 152 - 15 ⼈ 

賛助会員 5 団体 5 団体  0 団体 

 142 157 - 15 
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令和 6 年度 事業報告の付属明細書 
 

令和 6 年度事業報告には、『⼀般社団法⼈及び⼀般財団法⼈に関する法律施⾏規則』第 34

条第 3 項に規定する付属明細書『事業報告の内容を補⾜する重要な事項』が存在しないため

作成しない。 

 

 令和 7 年 10 ⽉  

⼀般社団法⼈ ⽇本メディア英語学会 
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⾃ 令和 6 年 10 ⽉ 1 ⽇ 

⾄ 令和 7 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度 

賃貸対照表及び財産⽬録 

 

第 2 号議案 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼀般社団法⼈ ⽇本メディア英語学会 

令和 6 年度 事業報告・収⽀決算書 

（令和 6 年 10 ⽉ 1 ⽇より令和 7 年 9 ⽉ 30 ⽇まで） 
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⾃ 令和 7 年 10 ⽉ 1 ⽇ 

⾄ 令和 8 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度 

事業計画及び収⽀予算 

第３号議案 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼀般社団法⼈ ⽇本メディア英語学会 

令和 7 年度 事業報告・収⽀決算書 

（令和 7 年 10 ⽉ 1 ⽇より令和 8 年 9 ⽉ 30 ⽇まで） 
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1. 学会誌 MEDIA, ENGLISH AND COMMUNICATION（第 16 号）の発⾏ 

令和 8 年９⽉に MEDIA, ENGLISH AND COMMUNICATION（第 16 号、通巻第 65 号）

を発⾏予定である。研究論⽂、実践報告、研究ノート、第 15 回（通算第 67 回）年次⼤

会・総会プログラム、会誌投稿規定、⽇本メディア英語学会定款等が掲載される予定であ

る。 

 

2. ⽇本メディア英語学会 JAMES Newsletter の発⾏ 

4ヶ⽉に 1 号を⽬標とし、年度内に 3 回の発⾏を⽬指したい。 

 

3. 年次⼤会の開催 

開催校愛知淑徳⼤学星が丘キャンパスにて、令和 7 年 9 ⽉ 28 ⽇に開催された（担当は中

部地区）。 

 

4. 夏季セミナーの開催 

会員の校務の多忙の状況を鑑み、令和 7 年度期の夏季セミナーは、参加しやすい時期での

開催を検討する。 

 

５. 地区研究例会活動 

東⽇本、中部、⻄⽇本の各地区で、下記の予定で開催する。 

 

［東⽇本地区］ 代表︓吉原学会員 

例年通り、年に 2 回の研究例会を開催する予定である。第 1 回は 3 ⽉の第 2 ⽇曜⽇の午

後、第 2 回は 9 ⽉の第 2 ⽇曜⽇の午後に設定する予定である。次年度は、東⽇本地区の

「新語・語法研究分科会」および「英語教育・メディア研究分科会」と協⼒体制を構築し

なおし、各分科会の⽇常的な活動を紹介する研究発表やワークショップ等を実施していた

だく計画である。さらに、賛助会員さまへのヒアリングを⾏い、その要望を反映させるこ

とで、賛助会員さまにとっても意義深く魅⼒ある研究例会へと発展させていく所存である。

次年度も、⼀⼈でも多くの会員の皆さまと共に研究例会をつくり上げていければ、とても

嬉しく思います。ぜひお気軽にご参加いただき、⼀緒に学び合いの場を広げていきましょ

う。 

 

［中部地区］ 代表︓宮原淳会員 
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次年度も引き続き、研究例会を 1 回、開催する。本学会は、都市部の地区会が中⼼である

ため、引き続き、オンラインで開催することによって、全国様々な地域からの参加を促し

ていきたい。 

 

［⻄⽇本地区］ 代表︓武藤輝昭会員 

年 1〜2 回の研究例会の開催（オンライン）。年 1 回以上の講演会・シンポジウム等の開

催（オンライン）。全国⼤会への参加。メディア＆トランスレーション研究分科会、メデ

ィア英語談話分析研究分科会、ビジネス英語⽂化研究分科会との研究会共催。⻄⽇本地区

に活動拠点のある上記 3 分科会との研究会共催を通して、分野を超えた横断的な研究成果

を期待しています。  
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６ 研究分科会活動 

［新語・語法研究分科会］ 代表︓三⽥弘美会員 

第 15 回年次⼤会にて、三⽥弘美会員・⼭内圭会員による「新語・語法研究分科会実践報

告」を⾏う予定である。また、学会誌 Media, English and Communication 第 15 号に

は、「招待論⽂（報告）」として、「新語研究報告（2023 年２⽉〜2025 年 6 ⽉）」が

掲載予定である。  

 

令和７年度（令和７年 10 ⽉〜令和８年 9 ⽉）の活動計画 

１）第 168 回新語・語法研究分科会  令和７年 11 ⽉ 15 ⽇（⼟） 

２）第 169 回新語・語法研究分科会    令和８年 2 ⽉ 14 ⽇（⼟）  

３）第 170 回新語・語法研究分科会  令和８年 6 ⽉ 13 ⽇（⼟） 

 

［英語教育・メディア研究分科会］ 代表︓原功会員 

次年度においては、定期的に分科会を開催し、委員同⼠の交流や情報交換を促進しながら

活動を進めたい。さらに、第 16 回年次⼤会での発表を⽬指すとともに、分科会における

勉強会の成果を学会の出版物として教材化することにも尽⼒する。加えて、分科会活動の

⼀環として⾼⼤連携を推進し、⾼校の英語教育への貢献も図りたい。 

 

［メディア意識研究分科会］ 代表︓宮原淳会員 

第 16 回年次⼤会での発表（令和 8 年）を⽬指す。4 ⽉以降は、単年度だけでなく⻑期で

追い続けることのできるテーマを設定して継続的に⾏いたい。研究⼿法は CDA（批判的

談話分析） を中⼼に、ナラティブ分析など選択肢を広げていく。特に令和 4 年度からは 

AI をテーマに深めており、AI とメディア英語研究の可能性を発表していきたい。以上を

踏まえた上での本学会誌への投稿（令和 9 年 3 ⽉）を⽬指す。 

 

［メディア英語談話分析研究分科会］ 代表︓宮崎康⽀会員 

次年度においても本年度に引き続き分科会活動を実施したい。翻訳については出版を⽬指

して活動を継続するほか、そのほかの活動についてもメンバー間で緊密に協議しながら検

討していきたい。また、その成果を年次⼤会、さらには学会誌等にて報告できるように尽

⼒していく。 
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［ビジネス英語⽂化研究分科会］ 代表︓武藤輝昭会員 

年 1〜2 回の研究例会の開催（オンライン）。年 1 回以上の講演会・シンポジウム等の開

催（オンライン）。全国⼤会への参加。⻄⽇本地区・各分科会との研究会共催。ビジネス

などグローバルな場⾯における英語の⽂化的背景や英語話者の意図を明らかにするような

成果を期待しています。 

 

［メデイア＆トランスレーション研究分科会］ 代表︓南津佳広会員 

次年度は、講演会と勉強会を兼ねた翻訳を計画しているので、会合の回数を積極的に増や

していきたい。 

 

7．学会誌 MEDIA, ENGLISH AND COMMUNICATION のオンライン化 

令和７年度からは、学会誌 MEDIA, ENGLISH AND COMMUNICATION はオンライン化

を予定している。紙媒体での学会誌は令和６年度の第 15 号（通算第 64 号）が最後とな

る予定である。 

 

8．定時社員総会の委任状（議決権⾏使書）のオンライン化 

捺印の廃⽌の流れとコロナ禍による様々な媒体の電⼦化により、議決権⾏使も電磁的⽅式

に切り替える。なお、会員名簿にメールアドレスの記載がない会員に対しては、封書で案

内する。 
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学会誌の公開規定について 

第 4 号議案 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼀般社団法⼈ ⽇本メディア英語学会 
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